
山
都
町
竹
資
源
利
活
用
協
議
の
紹
介

山
都
町
竹
資
源
利
活
用
協
議
の
紹
介

会
に
つ
い
て

　

本
協
議
会
（
会
長
：
藤
本
完
一　

山
都
町
入
佐
、
事
務
局
は
島
木
の
お

店
内
）
は
、
町
内
全
域
に
拡
が
る
竹

資
源
を
加
工
・
製
造
し
、
利
用
推
進

を
図
り
６
次
産
業
化
を
目
指
す
取
り

組
み
に
よ
り
、
竹
資
源
の
利
活
用
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
24
年
12
月
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
都
町
は
自
然
豊
か
な
町
で
、
未

利
用
の
資
源
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

農
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で
は

放
置
竹
林
が
問
題
化
し
て
お
り
、
鳥

獣
害
対
策
も
含
め
効
果
の
あ
る
竹
林

整
備
の
実
施
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
放
置
竹
林
の
再
生
に
向

け
、
竹
を
粉
砕
す
る
な
ど
の
加
工
を

通
し
て
、
農
地
還
元
す
る
稲
作
や
野

菜
栽
培
な
ど
の
農
業
と
一
体
化
さ
せ

て
竹
資
源
の
利
用
普
及
を
推
進
し
な

が
ら
、
竹
林
管
理
・
伐
採
事
業
を
行
い
、

農
林
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
地

域
農
林
業
の
生
産
性
向
上
、
農
林
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
取
り
組
み

に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
過

　

東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
竹
粉
に
よ
る
6

次
産
業
化
事
業
の
機
械
開
発
及
び
実

証
試
験
研
究
を
行
い
、
平
成
22
、
23
年

と
農
林
水
産
省
の
「
緑
と
水
の
技
術
革

命
事
業
（
6
次
産
業
化
関
連
）」
と
し

て
認
可
さ
れ
、
機
械
開
発
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

同
24
年
、
試
験
的
に
山
都
町
の
数
名

の
稲
作
農
家
で
こ
の
竹
粉
を
利
用
し

た
稲
の
苗
づ
く
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
根

の
張
り
が
注
目
に
値
し
、
く
ず
米
も
少

な
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

花
卉
農
家
、
野
菜
農
家
に
お
い
て
苗
作

り
を
行
っ
た
結
果
、
手
ご
た
え
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

同
24
年
度
の
農
水
省
に
よ
る
6
次

産
業
化
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
、
全
国
で
3
ヶ
所
の
内
の
一
つ
と

な
り
、
本
事
業
の
実
現
可
能
性
の
高
い

地
域
と
し
て
島
木
自
治
振
興
区
を
推

薦
し
、
11
月
16
日
の
総
会
で
審
議
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
合
意
が
得
ら
れ
、
島

木
保
育
園
跡
地
を
利
用
し
て
、
25
年
3

月
に
農
林
振
興
課
の
支
援
を
得
て
施

設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
の
現
状

　

昨
年
、
３
月
か
ら
竹
林
伐
採
を
開

始
、
試
験
的
に
試
し
削
り
を
行
い
4
ト

ン
製
造
。
う
ち
3
ト
ン
を
春
の
稲
栽
培

や
野
菜
作
付
け
用
に
配
布
。
日
量
3
〜

4
百
キ
ロ
は
生
産
可
能
。

試
験
栽
培

　

地
元
農
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
水

稲
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
里
芋
、
夏

野
菜
に
試
験
栽
培
。
冬
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
日
持
ち
が
良
く
な
っ
た
り
、
作
物
に

虫
が
つ
き
に
く
く
な
っ
た
り
と
、
稲
の

育
苗
で
は
白
い
根
が
沢
山
出
た
り
、
農

産
物
の
生
産
に
お
い
て
良
い
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　

畜
産
に
お
い
て
も
、
糞
尿
の
臭
気
が

軽
減
さ
れ
た
り
、
養
鶏
の
雛
の
ロ
ス
が

少
な
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
効
果

が
出
て
い
ま
す
。

※
山
都
町
は
県
下
１
の
竹
林
面
積

（
１
３
０
０
ha
）
を
持
ち
、
筍
生
産
が
盛

ん
。
県
や
町
の
竹
林
整
備
推
進
事
業
等

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
原
材
料
の
調

達
の
見
通
し
が
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

課
題

　

孟
宗
竹
の
伐
採
時
期
に
つ
い
て
、
梅

雨
時
期
も
伐
採
可
能
だ
が
水
が
多
く
、

乾
燥
日
数
が
か
か
る
た
め
、
夏
場
は
、

５
〜
６
年
生
の
竹
を
削
る
。

　

竹
材
料
の
材
質
と
年
生
に
つ
い
て

は
、
年
成
が
若
い
竹
は
水
分
が
多
く
、

軟
す
ぎ
て
削
り
に
く
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
特
に
4
月
以
降
の
竹
は
水
分

を
上
げ
る
た
め
9
月
ま
で
の
若
竹
は

避
け
る
。

　

竹
に
よ
っ
て
は
雑
菌
が
付
着
し
て

お
り
、
現
状
で
は
手
洗
い
を
行
っ
て
い

る
が
コ
ス
ト
高
。
今
後
、
な
ん
ら
か
の

手
だ
て
が
必
要
。

　

天
候
に
よ
る
竹
粉
製
造
に
つ
い
て

は
、
製
粉
業
で
は
常
識
で
あ
る
が
、
湿

気
が
多
い
雨
の
日
な
ど
は
粉
が
水
分

を
吸
収
す
る
た
め
作
業
能
率
が
極
端

に
悪
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

竹
粉
の
ペ
レ
ッ
ト
加
工
で
は
、
竹
粉

の
み
で
は
難
し
く
、
米
糠
が
必
要
と
な

り
コ
ス
ト
高
、
つ
な
ぎ
の
代
替
品
を
探

し
て
い
る
。
水
田
用
に
実
験
中
、
大
面

積
は
難
し
い
が
粉
で
も
ま
け
な
い
こ

と
は
な
い
が
、
散
布
機
械
を
検
討
中
。

　

今
後
、
家
庭
菜
園
を
含
め
竹
粉
の
販

路
拡
大
を
考
え
て
い
る
が
、
確
か
な
竹

粉
の
施
用
基
準
が
な
い
た
め
、
稲
の
育

苗
に
欠
株
が
で
た
り
、
作
物
に
よ
っ
て

は
竹
粉
を
入
れ
す
ぎ
る
と
窒
素
飢
餓

に
な
る
な
ど
、
作
物
毎
の
施
用
基
準
の

確
立
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
作
物
試
験

栽
培
を
継
続
し
て
い
く
。

作
物
試
験
栽
培
の
結
果
に
つ
い
て

　

矢
部
試
験
地　

川
上
光
喜
氏
に
よ

る
と
、
水
稲
に
対
す
る
竹
粉
の
効
果

は
、
登
熟
、
粒
張
り
、
食
味
に
お
い

て
向
上
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
試
験

農
家
の
平
均
収
量
が
向
上
し
た
。
矢

部
地
区
大
野
の
山
崎
氏
の
ほ
場
を
み

て
、
効
果
を
認
め
る
人
が
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
優
位
性
を
確
認
す
る

た
め
に
は
最
低
3
年
ほ
ど
継
続
す
る

こ
と
が
望
ま
し
く
、
特
に
酒
米
に
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

家
庭
菜
園
に
お
い
て
は
、
人
参
、
大

根
、
里
芋
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ミ
ョ
ウ
ガ

な
ど
の
根
菜
類
に
は
顕
著
な
効
果
が

出
て
お
り
、
島
木
地
区
で
は
全
集
落
に

配
布
さ
れ
、
野
菜
作
り
を
行
う
高
齢
者

の
方
々
か
ら
好
評
で
し
た
。
人
参
で
は

下
名
連
石
の
橋
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
甘

く
て
湯
呑
み
茶
碗
以
上
の
モ
ノ
が
で

き
た
と
好
評
で
し
た
。（
写
真
参
照
）

　

夏
の
ト
マ
ト
、
大
豆
も
効
果
が
出
始

め
て
お
り
、
ニ
ラ
、
ト
マ
ト
、
柚
子
は

今
春
か
ら
普
及
所
と
一
緒
に
試
験
栽

培
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
ご
と
の
施
肥
量
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
県

の
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
普
及
所
、
Ｊ

Ａ
、
矢
部
高
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
多

く
の
品
目
で
試
験
栽
培
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
潤
橋
前
で
の
試
験
に
お
い

て
も
顕
著
な
効
果
が
出
て
お
り
、
継
続

し
て
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。
管
理
を

行
う
畑
・
入
佐
農
産
物
振
興
会
及
び
、

石
拾
い
か
ら
掛
け
干
し
ま
で
手
伝
い

を
し
て
頂
い
た
矢
部
小
５
年
生
の
児

童
及
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
上

益
城
の
野

菜
部
会
や

地
域
の
座

談
会
に
呼

ば
れ
、
竹

粉
の
試
験

結
果
の
報

告
を
行
っ

て
お
り
、

口
コ
ミ
で

評
判
が
広

が
り
始

め
、
く
ま

も
と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択

さ
れ
、
景
観
整
備
、
資
源
循
環
、
地

域
の
内
発
的
産
業
興
し
の
優
良
事
例

と
し
て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
清
和
ミ
ネ
ラ
ル
会
、
認
定
農

業
者
会
を
始
め
、
美
里
町
、
宇
城
市
、

大
津
人
吉
・
球
磨
、、
福
岡
県
み
や
こ

市
、
遠
く
は
鳥
取
県
か
ら
な
ど
多
数
の

視
察
者
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　

6
次
産
業
化
に
む
け
て
、
実
証
試
験

を
し
な
が
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し

て
1
年
を
経
て
よ
う
や
く
内
容
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

　

徐
々
に
効
果
も
表
れ
つ
つ
あ
り
、
ま

た
食
物
繊
維
と
乳
酸
気
が
豊
富
な
食

用
竹
粉
も
町
内
外
に
口
コ
ミ
で
評
判

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
栽
培
試
験

と
普
及
を
通
し
て
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
と
共
に
、
採
算
性
を
確
保

し
な
が
ら
、
販
売
ま
で
の
基
本
計
画
を

立
て
る
予
定
で
す
。

　

山
間
地
の
み
な
ら
ず
、
平
地
に
も
拡

げ
る
策
が
必
要
で
、
町
内
の
試
験
栽
培

希
望
者
を
募
り
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
の
野
菜
部

会
、
平
地
の
農
家
、
家
庭
菜
園
者
へ
と

利
用
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

筍
生
産
と
竹
林
整
備
を
含
め
て
、
他

事
業
・
関
係
機
関
、
矢
部
高
校
を
含
め

た
教
育
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
山
都
町
の
農
林
業
振
興
に
寄
与
で

き
る
よ
う
に
昨
年
以
上
の
展
開
を
図

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
合
せ
先

協
議
会　

副
会
長　

野
口
慎
吾

携
帯
０
８
０

－

８
５
５
４

－

２
０
２
３

チリも積もれば山都成る！チリも積もれば山都成る！
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